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般調剤 ２５ ７０ ５ ４０ ５５ ５ 
注射薬の調剤と管理 ０ １００ ０ ０ １００ 0 
般製剤 ３０ ７０ ０ ８０ ２０ ０ 
無菌製剤 ５ ９０ ５ ２０ ７５ ５ 
医薬品情報 １５ ８５ ０ ５ ９５ 0 
ＴＤＭ ７０ ３０ ０ ６５ ３５ ０ 
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表６．実習生へのアンケート調査結果（抜粋）
わからない
配布数：２０回収率：１００％
の対応により後半グループではレポート量をかな
り抑えることができた．失敗したのはＴＡ制で，
レポート作成の相談は各実習担当者に行ったため
にほとんど活用されなかった．
実習時期に関しては，実習生の全員が指摘して
いるように薬学部での卒業研究や就職活動への影
響を考慮して見直しが必要である．この点を解決
すれば，本実習プログラムは短期間の病院薬学実
習として有用であると思われる．
また，1988年４月に入院調剤技術基本料が新設
されたことにより急速に進永始めた病棟業務に対
応するため，次回の実習から病棟業務に関連した
テーマを実習プログラムに組み入れるよう検討を
進めている．
た．また，学生への教育を通して自分自身の理解
度が深まることを実感できたとの回答もあった．
実習プログラムの評価
バラエティーに富む内容であったが，大きなト
ラブルを生じることなく，実習プログラムの全ス
ケジュールを時間内に終えることができた．しか
しながら，前期学生の感想文からレポート作成に
当たって実習項目の一部で量が多いという問題点
が明らかになった．このため，前期グループの実
習終了から後期グループの開始までの１週間の期
間で，前期グループの実習経験について実習担当
者が検討を加えた．検討の結果，実習生から指摘
があった実習項目について調査量を減らした．こ
設問項目 回答 回答率
Ｑ：実習時期（１０～１１月）について 適当
変更を希望
０ 
１００ 
Ｑ：実習期間（２週間）について 適当
短縮を希望
９０ 
１０ 
Ｑ 実習講義の内容について 適当
レベル高い
その他
７０ 
１０ 
２０ 
Ｑ 実習時間について 適当
長い
短い
８５ 
１０ 
５ 
Ｑ 模擬試験問題は国家試験問題でいい
ですか
はい
いいえ
その他
８５ 
５ 
１０ 
Ｑ：ティーチングアシスタントに相談し
ましたか
はい
いいえ
１０ 
９０ 
Ｑ：実習をしてみて良かったですか はい
力 ～ 、１つ
６５ 
３５ 
病院薬学ＶＯＬ16,No.６（1990）404 
tなく，全実習プログラムを予定時間内に終える
ことができた．薬学部での卒業研究や就職活動へ
の影響を考慮して実習時期を選択すれば，本プロ
グラムは短期間の病院実習プログラムとして有用
であると思われる．
論結
当薬剤部では，金沢大学薬学部医療衛生系コー
ス４年次学生（20名）を対象とした病院薬学実習
プログラムを作成し実施した．本実習は２単位の
必修科目であり，実習期間は学生一人当たり２週
間（90時間）である．
本実習プログラムは模擬試験，実習および実習
関連講義から成り，実習目的は病院薬剤師にとっ
て必要な技術面の指導ではなく，医療現場で遭遇
する諸問題について解決方法を考え，病院薬学の
あり方と全体像をとらえさせることに置いた．バ
ラエティーに富む内容であったが，一部のテーマ
でレポート量が多かったこと以外は大きな問題点
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